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HICARE／IAEA協働 

「先進的放射線治療国際医療研修会」開催報告 
 

HICARE と IAEA 協働による、最先端の
放射線治療の知識を提供し、がん患者に対
して効果的で安全な放射線治療を提供する
人材の育成を図ることを目的とした「先進
的治療に関する国際医療研修会」が、11 月
14 日（月）15 日（火）の両日、3 年ぶりに
HIPRAC で開催されました。 
 

 JASTRO第 35回学術大会（2022年 11月
10 日（木）～12 日（土））の日程にあわせ、
韓国、モンゴル、ベトナム、マレーシア、パ
キスタン、フィリピン、タイのアジア 7 カ
国から計16名の放射線腫瘍医、医学物理士、
放射線治療担当技師が来広され、この研修
会を受講しました。 

 

11/14 開会後の 記念写真 

 11/14 HIPRAC施設見学  

11/14 実習(Hands on Training) 

11/14 まとめ（Wrap Up） 
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 HIPRAC からは、永田センター長、権丈副
センター長、土井医師、小澤医学物理士長、三
浦医学物理士、中尾医学物理士が講師として
参加し、各国からの研修者は熱心に耳を傾
け、積極的な質疑が行われました。 

 HICARE と IAEA 協働の研修会は、2013
年に始まり 5 回開催されており、HIPRAC で
は 3 回目の開催になります。今後もこの様な
機会を通じ、海外も含めて放射線治療を提供
する医療人材の育成に積極的に協力し、
HIPARC で培った治療等の発信に努めてま
いります。（文責・中元） 

11/14 実習後の記念写真 

11/15 実習での細かな指導 

←11/15受講者一人ひとりに修了証を 
手渡す永田センター長 


